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「福祉」「地域」への思いを語り合いました
（地域福祉懇談会・安代地区の様子）
「福祉」「地域」への思いを語り合いました
（地域福祉懇談会・安代地区の様子）
　「高齢化が進んでいる地域だけれど、私はこの地域が大好きですし、
世代間交流により地域内での絆ができてきている」と笑顔で話されました。
　『高齢化だからこそ深まった児童・生徒との絆』を市内全域に広げていく
ためにも、これからの幸せの郷づくりへ向けて貴重な意見交換の場となり
ました。

ふれあいネットワークはちまんたいふれあいネットワークはちまんたい

社会福祉法人　八幡平市社会福祉協議会



地域福祉懇談会を開催しました地域福祉懇談会を開催しました
毎年開催しております福祉懇談会を西根地区・松尾地区・安代地区の３会場で開催し、
今年度策定している地域福祉活動計画についてもご意見等をいただきました。

昨
年
度
、
行
っ
た
福
祉
調
査
が
活

動
計
画
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

調
査
を
し
た
中
で
「
雪
が
多
く
て
大
変
と

思
っ
て
い
て
も
、
こ
こ
が
好
き
で
、
こ
の

地
域
で
住
み
続
け
た
い
」
と
い
う
思
い
で

い
る
方
が
多
い
の
が
印
象
深
か
っ
た
。

社
協
で
の
、
子
育
て
広
場
の
利
用

状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
以
前
は
見
守

り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い
た
が
、
利
用
者
の

希
望
で
、
見
守
り
を
な
く
し
た
こ
と
で
影

う
捉
え
方
を
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

福
祉
だ
よ
り
も
高
齢
者
対
象
の
内
容
が
多

い
気
が
す
る
。
若
い
人
が
関
心
を
持
て
る
記

事
に
も
目
を
向
け
た
内
容
に
し
て
欲
し
い
。

事
業
の
開
催
日
に
つ
い
て

懇
談
会
日
程
で
す
が
、
も
っ
と
若
い

人
の
意
見
を
聞
い
て
み
た
い
。
仕
事
が
休
み

の
土
日
開
催
な
ど
検
討
し
て
み
て
欲
し
い
。

要
望
が
あ
れ
ば
、
土
日
開
催
も
良

い
と
思
う
。
必
要
な
人
が
参
加
で
き
る
よ

う
、
事
前
に
周
知
し
、
沢
山
集
ま
れ
る
よ

う
な
設
定
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

先
月
自
治
会
で
防
災
訓
練
を
行
い

ま
し
た
。
炊
き
出
し
を
や
っ
て
み
た
ら
ど

う
か
と
言
う
意
見
が
あ
っ
て
、
市
の
協
力

で
専
用
の
袋
に
米
を
入
れ
鍋
で
煮
て
試
食

し
た
が
、
案
外
お
い
し
く
で
き
ま
し
た
。

忘
れ
な
い
よ
う
に
二
、三
回
行
っ

て
欲
し
い
。訓
練
し
た
い
人
は
、社
協
や
、

行
政
に
相
談
し
て
み
た
ら
良
い
と
思
い

ま
す
。お

げ
ん
き
見
守
り
シ
ス
テ
ム

「
お
げ
ん
き
見
守
り
シ
ス
テ
ム
」
に

つ
い
て
、
料
金
・
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

希
望
す
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

方
が
加
入
し
て
、
毎
日
自
分
で
電
話
を
か

け
て
、
安
否
の
発
信
を
す
る
も
の
で
す
。

か
け
忘
れ
る
場
合
も
あ
り
、
負
担
に
な
ら

な
い
程
度
に
、
三
～
五
日
連
絡
が
な
い
と
、

社
協
か
ら
連
絡
を
入
れ
て
い
ま
す
。
設
置

に
つ
い
て
は
現
在
、
県
社
協
で
負
担
し
て

く
れ
る
た
め
無
料
で
す
が
、
通
話
料
と
し

て
月
三
百
円
程
度
の
負
担
が
あ
り
ま
す
。

響
が
あ
る
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
年
度
は
二
組
程
度
の
利
用
。
市

で
設
置
し
て
い
る
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

が
で
き
て
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
利
用
し

て
い
る
よ
う
で
す
。

松
尾
に
は
な
い
の
で
、
松
尾
に
も

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
が
欲
し
い
で
す
。

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
に
つ
い
て

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
は
、
ど
の
よ
う

に
し
た
ら
作
れ
る
の
か
教
え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
等
に
、
民
生
委
員
さ
ん
を

通
じ
て
緊
急
時
に
必
要
な
事
項
を
記
入
し

作
成
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
年
齢
関
係
な

く
必
要
な
方
に
作
成
で
き
る
よ
う
検
討
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
も
大
切
だ
が
、

隣
近
所
の
関
係
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

普
段
の
生
活
な
ど
、
警
察
・
消
防
が
来
て

も
わ
か
ら
な
い
事
で
近
所
の
人
は
知
っ
て

い
る
事
も
あ
る
の
で
、
い
ざ
と
い
う
時
に

力
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。

福
祉
だ
よ
り
に
つ
い
て

詐
欺
な
ど
形
を
変
え
て
出
て
く
る

の
で
時
々
掲
載
し
て
欲
し
い
。

福
祉
と
言
う
と
高
齢
者
が
対
象
と
い

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て

登
録
の
見
直
し
は
ど
の
よ
う
に
し

ま
し
た
か
。

今
ま
で
登
録
し
て
い
た
方
に
手
紙

を
出
し
た
り
、
福
祉
だ
よ
り
で
登
録
の
Ｐ

Ｒ
を
し
ま
し
た
。

も
し
大
き
な
災
害
が
起
こ
れ
ば
、

全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
駆
け
付
け
て

来
て
、
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
の
為
、
社
協
で
も

養
成
講
座
を
し
た
方
が
良
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

昨
年
の
大
雨
に
よ
る
災
害
時
、
平

舘
高
校
の
多
く
の
生
徒
に
協
力
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
お
昼
ご
飯
は
各
自
で
用
意
し

て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

支
援
す
る
炊
き
出
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、

様
々
な
場
面
に
対
応
で
き
る
よ
う
考
え
て

行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

民
生
児
童
委
員
活
動
に
つ
い
て

地
域
の
会
議
に
で
る
こ
と
で
、
地

域
の
情
報
が
入
っ
て
く
る
の
で
、
役
員
に

民
生
委
員
が
入
っ
て
も
ら
っ
た
方
が
い
い

の
か
な
と
思
い
ま
す
。
災
害
時
、
ど
こ
に

誰
が
い
る
と
い
う
事
は
地
域
で
把
握
し
て

い
ま
せ
ん
。
行
政
と
社
協
と
が
情
報
を
共

有
し
て
、
地
域
の
中
で
も
把
握
で
き
る
体

制
が
あ
れ
ば
良
い
な
と
思
い
ま
す
。

災
害
時
、
警
察
は
広
い
範
囲
で
の

動
き
に
な
る
為
、
障
が
い
や
高
齢
な
ど
で
、

助
け
を
必
要
と
す
る
人
の
所
に
す
ぐ
駆
け

付
け
る
事
が
難
し
い
で
し
ょ
う
し
、
道
が

寸
断
さ
れ
る
と
、
離
れ
た
場
所
か
ら
は
、

行
け
な
か
っ
た
り
す
る
。
そ
う
な
る
と
地

域
で
助
け
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
う

い
う
話
し
合
い
を
地
区
で
話
し
合
う
場
を

作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

出
前
講
座
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、出
前
講
座
（
疑

似
体
験
）
に
一
回
参
加
し
た
が
子
ど
も
た

ち
の
、
い
き
い
き
と
し
た
目
が
脳
裏
に
焼

き
付
い
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
は
元

気
が
出
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

【
安
代
会
場
】
…三月
十
一
日

 （
安
代
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

………
…
…
…
…
参
加
者
　
八
十
六 

人

災
害
（
防
災
）
訓
練
等
に
つ
い
て

【
西
根
会
場
】
…三月
十
三
日

 （
西
根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
）

 

………
…
…
…
…
参
加
者
　
五
十
六 

人

安代会場の様子

松尾会場の様子

西根会場の様子

【
松
尾
会
場
】
…三月
十
二
日

 （
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

 

………
…
…
…
…
参
加
者
　
五
十
七 

人

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

「
毎
日
、
人
に
確
認
さ
れ
る
の
は
抵
抗
が
あ

る
」「
認
知
症
の
予
防
に
な
っ
て
良
い
」
等

の
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

地
域
と
小
学
校
と
の
関
わ
り

田
山
小
学
校
は
三
世
代
で
住
ん
で

い
る
家
庭
が
多
い
が
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン

に
行
っ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
改
め
て
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
大
切
に
し

よ
う
と
い
う
気
持
ち
に
な
る
よ
う
で
す
。

ほ
か
に
も
、
疑
似
体
験
の
出
前
講
座
や
公

民
館
と
の
関
わ
り
の
世
代
間
交
流
等
、
良

い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

学
校
か
ら
地
域
へ
の
参
加
は
多
く

あ
る
が
、
地
域
の
方
が
学
校
に
行
く
こ
と

は
可
能
で
す
か
。　

可
能
で
す
。
子
ど
も
、
親
、
教
師
、

地
域
、
行
政
の
五
者
が
満
足
す
る
感
情
の

体
験
が
必
要
。
地
域
の
方
に
会
っ
て
話
す

機
会
が
少
な
い
の
で
、
お
茶
の
み
に
で
も

来
て
く
だ
さ
い
。
あ
る
サ
ロ
ン
か
ら
は
、

雑
巾
の
寄
付
を
い
た
だ
い
て
有
難
か
っ
た
。

世
代
間
交
流
な
ど
の
交
流
を
持
つ
こ

と
で
、
地
域
で
会
う
子
ど
も
た
ち
が
親
し
く

声
を
か
け
て
く
れ
る
。
こ
の
地
区
は
良
い
所

だ
と
思
う
。
私
は
こ
こ
が
大
好
き
で
す
。

地
域
福
祉
活
動
計
画
に
つ
い
て
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大更小学校４年生 8,000円
松野小学校４年生 4,240円
安代地区社会福祉推進協議会 159,860円

法人募金  676,050円

山賊まつり会場での中学生による街頭募金運動

赤い羽根共同募金運動

学校募金 139,592円
●八幡平市立西根中学校………33,603円
●八幡平市立西根第一中学校… 63,596円
●八幡平市立松尾中学校……… 6,785円

街頭募金 103,984円
●大更小学校４年生 …………… 8,000円
●松野小学校４年生 …………… 4,240円
●安代地区社会福祉推進協議会 159,860円

イベント募金 172,100円

●西根ライオンズクラブ ………50,000円
●（有）ミヤノエネルギーサービス ……20,000円
●テクノエフアンドシー（株）岩手工場 20,000円
●（有）ほろいわ …………………20,000円
●吉祥寺…………………………10,000円
●（株）遠忠………………………10,000円
●（株）工藤鈑金工業 ……………10,000円
●（有）高橋工務店 ………………10,000円
●たかしま歯科医院 ……………10,000円
●（株）高建重機 …………………10,000円
●（有）八幡平精工 ………………10,000円
●積水メディカル（株）岩手工場 …10,000円
●（有）伊東自動車整備工場 ……10,000 円
●（宗）大泉院……………………10,000円
●新岩手農業協同組合西根中央支所 10,000円
●（有）藤喜建設 …………………10,000円
●（株）わしの尾 …………………10,000円
●（株）いしや ……………………10,000円
●（有）さがみ総業 ………………10,000円
●（有）山口商店 …………………10,000円
●（有）カシワヤ …………………10,000円
●東慈寺…………………………10,000円
●（有）西根舗装建設 ……………10,000円
●（株）高建工業 …………………10,000円
●（有）杉本造林 …………………10,000円
●（有）ショッピングプラザくどう 10,000円
●（有）関善林業 …………………10,000円
●（有）弘前石材工業 ……………10,000円

●藤根建設（株）…………………10,000円
●八幡平ロイヤルホテル ………10,000円
●八幡平市産業振興（株）………10,000円
●（株）北岩手電工 ………………10,000円
●（株）中川原商店 ………………10,000円
●（有）安代清掃社 ………………10,000円
●（有）山金組……………………10,000円
●（有）陣川建設 …………………10,000円
●清澤運輸（有）…………………10,000円
●（有）成田組……………………10,000円
●（有）安代自動車整備工場 ……10,000円
●山本建設（株）…………………10,000円
●（有）泉山林業 …………………10,000円
●安代林産協同組合……………10,000円
●安代鉄工所（有）………………10,000円
●（株）戸澤建設 …………………10,000円
●（有）山孝建設 …………………10,000円
●（資）松川荘……………………10,000円
●（有）髙橋電器 …………………10,000円
●浜口薬局………………………10,000円
●（医）正康会平舘クリニック…… 5,000円
●工藤酒店……………………… 5,000円
●澤口酒店……………………… 5,000円
●（有）西根清掃 ………………… 5,000円
●（有）センウッドコーポレーション 5,000円
●吉田内科呼吸器科医院……… 5,000円
●（宗）聖福寺…………………… 5,000円
●（株）ニュートン………………… 5,000円

●佐々木造園…………………… 5,000円
●新安比温泉（株）……………… 5,000円
●（有）小山田燃料 ……………… 5,000円
●（有）戸澤商店 ………………… 5,000円
●（有）山田電気 ………………… 5,000円
●（株）田山製甲所 ……………… 5,000円
●（有）古川商店 ………………… 5,000円
●（有）山本組…………………… 5,000円
●東北林産（株）………………… 5,000円
●工藤工業……………………… 3,000円
●匠工務店……………………… 3,000円
●鹿島道路（株）西根出張所 …… 3,000円
●ハタエー不動産（有）………… 3,000円
●（株）ナカムラ ………………… 3,000円
●（有）マルタカ ………………… 3,000円
●（有）大森建設 ………………… 3,000円
●阿部農機（株）安代支店 ……… 3,000円
●匿名…………………………… 2,050円
●鷲連寺………………………… 2,000円
●富士見美容室………………… 2,000円
●渡辺運輸機工（有）…………… 2,000円
●（有）デザイン北斗 …………… 2,000円
●スーパー松尾日販 …………… 2,000円
●（株）グローバル伸和製薬 …… 2,000円
●（有）日栄電気 ………………… 2,000円
●一戸歯科クリニック ………… 1,000円

●八幡平市立大更小学校……… 8,500円
●八幡平市立平笠小学校………10,000円
●八幡平市立田頭小学校………10,964円
●八幡平市立平舘小学校………18,421円
●八幡平市立寺田小学校………14,432円
●八幡平市立松野小学校……… 7,086円
●八幡平市立寄木小学校………14,172円
●八幡平市立安代小学校……… 8,216円
●八幡平市立田山小学校……… 8,132円
●八幡平市立西根中学校……… 7,404円
●八幡平市立西根第一中学校… 6,168円
●八幡平市立松尾中学校………12,519円
●岩手県立平舘高等学校………13,578円

共同募金（赤い羽根・歳末たすけあい）寄付者ご芳名 （順不同、敬称省略）

共同募金運動結果報告共同募金運動結果報告

 募 金 内 容 募 金 額
戸 別 募 金 7,932件  3,965,800円
街 頭 募 金 3件 西根･松尾地区中学校 103,984円
法 人 募 金 6件 市内法人･事業所 26,000円
学 校 募 金 13件 市内小･中学校、高等学校 139,592円
職 域 募 金 26件 八幡平市役所及び関係機関 37,221円
その他の募金 8件  1,928円
　　計 7,988件  4,274,525円

■赤い羽根共同募金運動結果

歳末たすけあい義援金配分結果

　「じぶんの町を良くするしくみ」をキャッチフレーズに、赤い羽根共同募金運動を実施しました。
　市民の皆様のご理解ご協力により、たくさんの募金が寄せられました。皆様からの募金は、平成26年度の八幡
平市内及び岩手県内の地域福祉事業に役立てさせていただきます。
　赤い羽根募金の結果は次のとおりです。

 　内　　容  金　額 　
①義援金配分　  783件 3,203,000円
　（1）寝たきり高齢者  32件 160,000円
　（2）在宅重度障がい児･者 17件 85,000円
　（3）ひとり暮らし高齢者 714件 2,856,000円
　（4）生活困窮世帯  2件 12,000円
　（5）災害罹災世帯  18件 90,000円
②義援金配分経費   180,068円
③岩手県共同募金会への送付金  615,782円
　※平成25年度の八幡平市内及び岩手県内の地域福祉事業に役立てられます。
　　計（①＋②＋③）   3,998,850円

■歳末たすけあい義援金配分結果 ■歳末たすけあい募金運動結果
 募金内容 募金額
戸 別 募 金 7,918件 3,166,700円
法 人 募 金 81件 650,050円
 市内法人･事業所
イベント募金 3件 172,100円
個 人 募 金 1件 10,000円
　　計 8,003件 3,998,850円

平成25年度 
～皆様の温かい善意、

誠にありがとうございました～

　「みんなで支え合うあったかい地域づくり」をスローガンに、歳末たすけあい運動を実施しました。
　赤い羽根共同募金同様、市民の皆様のご理解ご協力により、たくさんの募金が寄せられました。
　皆様からの募金は、八幡平市内で生活する寝たきり高齢者、ひとり暮らし高齢者、重度障がい児・者、生活困窮
世帯、災害罹災世帯へ歳末たすあい義援金として、贈らせていただきました。
　歳末たすけあい募金及び義援金配分の結果は次のとおりです。
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ポパイの家ではアルミ缶などのリサイクル回収を行っております。
ぜひ、ご協力をお願いします。

【問い合わせ先】
ポパイの家  電話 75-2295

　指定障害福祉サービス事業所「ポパイの家」です。この冬の厳しい寒さにも負けず、３０人が元
気に作業に取り組んでいます。
　ポパイの家の活動は、地域のみなさんや団体・企業のご支援ご協力をいただいております。
去る２月５日にはマックスバリュ西根店さんのご厚意による恵方巻き寿司の出前実演を開催していた
だきました。利用者の皆さんが恵方巻きづくりにチャレンジ。うまく出来た人やちょっと変わった恵
方巻になった人など、会場は笑い声に包まれました。
　こうした楽しい交流の機会を持つことが、日々の活動の活力となっています。

フォット広場
このページは、みなさんの

話題提供の場です。写真や

イラストなど投稿下さい。

「福は内」いっぱい福を巻き込んだ太巻きが完成しました お礼の気持ちを込めてハンドベルの演奏
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会場いっぱいに笑顔と笑い声

盛岡・雫石社会福祉協議会
から大雨災害時の活動につ
いて発表されました

　
２
月
７
日（
金
）総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
７
回
目
と
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
集
い
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
集
い
で
は
昨
年
８
月
、

９
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て

盛
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福

祉
課
長
工
藤
和
徳
さ
ん
と
雫
石
町

社
会
福
祉
協
議
会
主
任
渡
辺
幸
子

さ
ん
か
ら
の
発
表
、
そ
し
て
八
幡

平
市
か
ら
は
平
舘
高
校
を
代
表
し
、

生
徒
会
長
の
竹
田
千
晶
さ
ん
が
活

動
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
発

表
に
よ
り
普
段
か
ら
地
域
の
つ
な

が
り
や
助
け
合
い
が
と
て
も
重
要

な
こ
と
を
確
認
し
合
い
ま
し
た
。

　
午
後
か
ら
は
「
笑
い
か
ら
心
身

と
も
に
ぽ
か
ぽ
か
」
と
題
し
て
、

岩
手
県
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

副
会
長
小
島
勝
子
氏
に
よ
り
講

演
を
い
た
だ
き
、
周
り
の
雪
が
解

け
る
ほ
ど
の
笑
い
で
春
が
近
づ
い

た
よ
う
な
１
日
に
な
り
ま
し
た
。

ボランティアの集い

　
ス
ノ
ー
バ
ス
タ
ー
ズ
は
毎
年
、
ひ

と
り
暮
ら
し
高
齢
者
な
ど
で
除
雪
が

困
難
な
お
宅
の
除
雪
の
お
手
伝
い
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
市
内
に
は
６
団
体
の
ス
ノ
ー
バ
ス

タ
ー
ズ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
今
年

も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
西
根
第
一

中
学
校
、
松
尾
中
学
校
、
安
代
中

学
校
の
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
奉
仕
の
心
が
地
域
で
育
ま
れ
、
世

代
を
越
え
た
交
流
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
１
月
29
日
八
幡
平
市
総
合
運
動
公
園

体
育
館
で
、
30
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
、

高
齢
者
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
（
ユ
ニ

カ
ー
ル
競
技
）を
開
催
し
ま
し
た
。

　
ス
ト
ー
ン
の
ぶ
つ
け
方
や
力
の
加
減

に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
試
合
の
行
方
は

最
後
ま
で
わ
か
ら
ず
、
参
加
し
た
チ
ー

ム
は
一
投
一
投
作
戦
を
立
て
な
が
ら
、

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
決
勝
は
両
沼
行
政
区
（
大
更
）
内
の

２
チ
ー
ム
に
よ
る
対
戦
と
な
り
ま
し
た

が
、
参
加
者
は
「
勝
敗
だ
け
で
な
く
交

流
が
出
来
て
良
か
っ
た
」
と
、
感
想
を

話
し
て
い
ま
し
た
。

今
年
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あ
り
が
と
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年
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冬
期
間
の
健
康
づ
く
り

に
な
り
ま
し
た

冬
期
間
の
健
康
づ
く
り

に
な
り
ま
し
た●優　勝：両沼Ａチーム

●準優勝：両沼Ｂチーム
●３　位：上平笠チーム
　

今大会の
結果

入賞チームのみなさん

評
　議
　員
（
○
は
新
任
）

役
　員
（
○
は
新
任
）

新
評
議
員
・
役
員
改
選
が

あ
り
ま
し
た

　
任
期
満
了
に
よ
り
、
八
幡
平
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
評
議
員
三
十
六

人
、理
事
十
七
人
、監
事
三
人
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
二
年
で
す
。

ポパイの家
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　福祉サービスの利用手続きや金銭管理などの日常生活上の判断に不安のある方（認
知症の方や知的・精神障がいを持つ方など）に次のサービスを提供する事業です。
①福祉サービスの利用援助： 福祉サービスを安心して利用できるように、お手伝いします。
②日常的金銭管理サービス： 毎日の暮らしに欠かせないお金の出し入れをお手伝いします。
③書類等預かりサービス： 大切な印鑑や証書などを安全な場所でお預かりします。
　社会福祉協議会の専門員と生活支援員が皆様のもとへお伺いし、サービスを提供し
ます。まずは、お気軽にご相談ください。
※サービスの利用には、利用契約が必要となります。
※ご相談は無料ですが、サービスを利用する場合は、料金がかかります。

　在宅の寝たきり高齢者等または重度身体障がい者の方を対象に理美容店が訪問し、
理容サービスを行い、衛生的な生活の援助を目的とした事業です。
　利用者負担はありません。利用券を年間４枚（３カ月に１枚）を利用することができます。
　詳しくは社会福祉協議会または、地域の民生委員さんにお問い合わせください。

　車いすの使用者や身体障がい者など、一般の交通機関を利用することが困難な方
を対象に、有償で福祉車両（福祉車両の運転を認められたものが運転を行います）
を利用いただけます。八幡平市内や近隣する市町村への通院や福祉施設入退所など
の際に外出を支援するものです。事前の手続きが必要です。

　次世代を担う子どもの保護、出産直後の経済的負担の軽減及び交
通安全対策の啓発を目的に乳幼児を持つ家庭に、チャイルドシートの
貸し出しをしています。
●対　象：誕生から1歳半までの乳幼児を持つ市内の保護者
●利用料：3千円（クリーニング代）

福祉だよりは、福祉情報を地域の皆さまに身近に感じていただけるよう、
また見やすい紙面であるよう、意見を出し合い作成しています。
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どうぞ、ご覧ください。皆さんからのご意見やご感想などをお待ちしています。

「八幡平市社会福祉協議会のホームページ」
http://www.hachimantai-shakyo.or.jp/

平成 26年 1月 11日から平成 26年 3月 24日まで、次の方々からご寄付をいただきました。

お 知 ら せ

善意のご寄付ありがとうございました。

アドレス

 ご　芳　名 金　額

NPO法人　里・つむぎ八幡平　様 50,000円

 ご　芳　名 金　額

伊藤　重一　様【香典返し寄付】『安代地区』 100,000円
八幡平市芸術文化協会　松尾支部　様 30,000円

日常生活のサービスをご利用ください日常生活のサービスをご利用ください

詳しくは、八幡平市社会福祉協議会　電話74-4400までお問い合わせください。
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